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要旨
　現代のストレス社会において、精神疾患患者は増加しており、心の健康は今や
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が報告されている（Loebel A.D.・Lieberman J.A.・lvir M.J.・et al，
1992）。
　しかし、日本の平均 DUP は 13.4 ～ 17.6 カ月と長いだけではなく、世
界の DUP と比較しても長く（西田・岡崎，2007）、日本における DUP
を短縮化するための社会への様々な働きかけを行うことが早急な課題と
なる。
　さらに、精神疾患は 成人患者の 70％以上が、18 歳までには何らかの
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　平成 29 年 5 月 1 日から平成 30 年 6 月 15 日まで、日本の医療雑誌検
索サイトにおいて「DUP」および「精神病未治療期間」のキーワードで
検索した医学中央雑誌 web 版 Ver.5 の 30 文献、J Dream Ⅲの 32 文献、




　文献の発行年による分類では 2002 年の文献から増加を辿り 2012 年と
2013 年の 8 文献をピークに減少傾向となった。その後、2017 年には 10
文献と再度増加しているが、2017 年以降は海外の文献のみであった（表 1）。
DUP?Duration of Untreated Psychosis?????????
聖心女子大学大学院論集　第 40 巻 2号（通巻 55 号）平成 30 年 10 月










　一方、日本では少し遅れて 2002 年から DUP に関する論文が発表され
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内外を問わず 1 年から 2 年という非常に長い DUP の報告が多いことを
述べた。さらに、原田（2005a）らは統合失調症の早期発見・発症予防を
視野に入れた海外の代表的な活動としてオーストラリアの早期精神病予
防・ 介 入 セ ン タ ー（Early Psychosis Prevention and Intervention 
Centre：以下 EPPIC）、ノルウェー・デンマークの精神病早期治療と発
見プロジェクト（The Treatment and Intervention in psychosis：以下
TIPS）を挙げた。








医 1 名、心理士 1 名、精神科看護師 2 名、ソーシャルワーカー 1 名から
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症例を報告し、「統合失調症の予防への寄与を目指すパンフレット」と「日
本版バーチャルハルシネーション」について紹介した。
　2002 年から 2007 年までは、文献数は 0 ～ 2 件 / 年と少なかったが、
世界の DUP 短縮の報告を受け、2008 年に日本精神障害予防研究会が精
神保健・予防学会に改称し、DUP に関する文献数が 8 件と増加した。（松
本 b，2009）。
　松本（2008a）は、1994 年に設立されたメルボルン PACE クリニック











れた（岡崎 c，2015）。翌年の 2011 年には、厚生労働省が「４大疾病」
と位置付けて重点的な対策に取り組んできたがん、脳卒中、心臓病、糖
尿病に、精神疾患を新たに加えて「5 大疾病」とする方針を決めた。こ
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極的な介入を行った（舩渡川 b，harada 他，2012）。イルボスコでは治




ビリテーションの 2 点にある（舩渡川 c，2014）。
　しかし、2014 年以降再び文献数は減少した。その後 2017 年には 10 文
献と再び増加に転じているが、全て海外の文献であった。日本における








口 a，2013）（小林 c・加藤，2012）（一之瀬，2010）。また、DUP が長
ければ長いほど精神症状、QOL、社会機能、心理的社会的発達の妨害や
自殺のリスクが増加し（根本 a・水野，2011）、計画 / 問題解決能力を低
下（Bora Emre・Akdede Berna Binnur・Alptekin Koksal・他，2018）
させると報告した。また、DUP には、全体的評価尺度と陰性症状（金原・
吉田・小田・他，2012）、幻覚、妄想、思考障害の重症度（Birnbaum，
2017）と有意に相関し、短い DUP 患者の陰性症状が完解する割合は 3
倍高かったと報告された（Gonzalez，2017）。
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　海外の文献の中で、Cotter らは、長期 DUP には、疾患の認識と援助
探索行動の問題だけではなく、二次メンタルヘルスサービスの遅延も問
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オーストラリアの Yung らは、1 年以内の精神病発症を予測するための操
作的基準として、短期間で消失し、持続期間としては精神病性障害の基
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を物語っており、その指標となるのが DUP である（根本 b，2015）。





















　さらに、糸川によれば未治療者に AGE 高値、ビタミン B6 低値症例が
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見出され、薬物の影響もなく、発症前にこれらの病態が出現していた。
今後そのような症例にはビタミン B6 の投与が発症を遅延ないし阻止する
可能性が期待される（岡崎 b，2013）。また、Lyne らは、DUP よりも活
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